
The Japan Society of Cookery Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Cookery 　Soienoe

【資　糊

婦 人雑誌 に お けるチー ズ料理

一 『婦人之友 』 と 『主婦 の 友』 との 比較研 究

橋 揚 浩 子
＊

（Hiroko 　Hashiba）

1 ． は じめ に

　 まず最初に本研究が婦人雑誌 をその調査対象として

い る こ とか ら，明治時代 よ り戦前に か け て 刊行 さ れ た

主な婦人対象雑 誌 の 刊行状 況
1）”’6＞

を表 1に 示 し，
こ の

時期 の 婦人雑誌 の 出版状 況 をみ て い きた い
。 明治 10年

に は最初の雑誌 『子育 の 草子』が 発行 され て い る
η

。 続

い て 『女学新誌』を母胎 と して，明 治 18年わ が 国初 の

本格的婦人雑誌 『女学雑誌』が 誕 生 した。こ れは 「希

ふ 所は欧米の 女権 と吾国従来 の 女徳 とを合せ て完全の

模範 を作 り為さん とする に在 りき。」として ， 近藤賢三，

巌本善治 に よ り発行 さ れ，以後 2D年間 に わた っ て 婦人

知識層を導 い た だ け で な く， 廃娼運動の 中心的存在 で

もあ っ た 。 ま た巌本善治 の 指 導 に よ り機関誌 『婦人衛

生会雑 誌』『東京婦人矯風会雑誌』 も発行 され た。

　 こ うした婦入雑誌 の 発行 は ， 『女学雑誌 」創刊後 『日

本 の 女学』， 『貴女之友』，『婦女雑誌』， 『女鑑』， 徳富蘇

峰 の 『家庭雑誌』， 『日本乃家庭』など婦人雑誌 の 創刊

が あ い つ い で い る
S〕。そ の 内容 は良妻賢母主義に 基 づ

く実用 的記事が 主流 を占め て い る。さ らに 明 治 30年代

以降 識字層の 増大に と もな っ て 『女学世界」， 「婦人

界』，『婦人画報』， 『婦人世界」，『婦入 くらぶ 』， 『婦女

界』な ど の 商業的婦人雑誌 が 発行 さ れ た
9）

。

　そ うした 中に あ っ て 明治 36 年社会主 義者の 堺利彦

は家庭 の 革新を 目指 し て 『家庭雑誌』 を創刊 し， また

同年羽仁 もと子 も 『家庭之友』 を創刊して ，女性 の 自

覚 と家庭生活の 合理 化を説 き， 明治 41 年に は こ れ を

「婦人之 友』へ と発展 させ て い く。また同時期 ， 福田英

子 は 社会 主義思想に 基づ い た 婦 人解放 をめ ざ し 明 治

40年 『世界婦 人』を創刊 した。さ らに 明治 44年 ， 平塚

＊
　 聖徳栄 養短期 大学

らい て うは 「原始女性は太 陽で あっ た 。 」と宣言し，女

性だ けの 手で 『青鞜』を創刊 した
10）。同誌 は 女性 の 解放

と才能の 開花 を目的 に 当時の 女流文学者を結集 し，大

きな反響 を呼ん だ
。

　 こ の 『青鞜』 の 運動 に触発 され て 大正 5年に は 自由

主義 と女権拡 張を掲げ た 『婦人公 論』が 創刊 され ， 女

性総合雑誌 として 重要 な役割を果 し た。ま た 大 正 11年
に創刊 さ れ た 『女性改造』も女性解放をよび か け， 女

性文化 の最高水準をゆ く知的啓蒙誌 をめ ざした。こ れ

らと対照的 に実用派雑誌 をめ ざして ，大正 6 年に 『主

婦之友』，大正 9 年 に 『婦 人 倶楽 部』が創刊 さ れ，以後

こ の 2誌 は よきライバ ル 誌 として しの ぎをけずる こ と

とな る 。

　 大正 11年 プ ラ トン 社 か ら 『女性』が婦人文芸誌 とし

て創刊 さ れ知 識婦 人層を と らえよ うと し た 。 昭和 5年

高群逸枝が 『婦人戦線』を創刊 し，昭和 12年 『新女苑』

が 未婚女性 を対象に教養本位の 高踏的雑誌 として 現れ

た
エ1｝
。こ の ように 明治 1G 年代Q・ら大 正 初期 に か け て

，

進取 の 気概に もえ る 人々 に よ っ て お び た だ しい 数の 婦

人誌 が 出版 され る が ， こ れ らの 多 くは数年 を経 て 休廃

刊をよぎな くされ る。しか し現在 も刊行 を続けて い る

の は 『婦人画報』，『婦人之友』， 『婦人公論』，『主婦 の

友』の 4誌 で ある 。 こ れ らの うち 『婦人画報』は今 日

まで に誌名 が tWZt変わ りま た，休刊 も多い の で 省略 し，

こ れ以外 の 3誌 の 性格 を比較 して み る こ と と した。『主

婦 之 友』の 創刊 さ れ た 大正 6 年 3 月号 の 記事内容 を見

た の が 表 2 で あ る 。 なお 内容 の 分 類にあた っ て は ， 井

手文子 ：『主婦之友』
12）

お よび 帯 刀 貞代 ：『婦入公 論』
13〕

を参考 とした。

　『婦人公論』は，婦人 の 自覚 と解放 に 関す る記事 内容

が 15．4％ を占め て い る の が特徴的 で ある。こ の ほ か瓢

聞社会面 に で た 家庭悲劇 を と りあげ ， そ れ に対する諸
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表 1．婦人雑誌 の 刊行 状 況
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表 2．婦 人雑誌 3 誌の 内容比較

（単位 ：％）

　　　　 雑誌名
分 類

婦人公 論 婦 人之 友 主婦 之友

婦 人の 自覚 と解放 15．4   ．0 0．O

教 訓 ・啓蒙 的論 評 4．7 16．9 19．1

家庭悲劇 と批 判 10ユ 0．0 0，0

家事実験 0．  14．8 0．0

実話 0．0 O．0 7．8

家庭 医学 1．8 2．1 13．0

家計 0．0 42 8．7

生 活 技術 8．9 23．2 17．4

小説 ・物語 53．3 24．6 21．7

そ の 他 5．8 14．2 12．3

総 ペ
ー

ジ数 169P ． 142 μ 115p．

家の 批判を求め て 問題 の 本質 を深 く追及 して い る 点 ，

小説 ・物語 が 紙面 の 半分 以上を占め て い る 点な どが 目

立 つ と こ ろ で ある。

　 こ れに対 して 「婦人之友』『主婦之友』は 良妻賢母主

義に 基づ く教訓 ・啓蒙的論評，衣食住美容な ど の 生 活

技術 に 関する言［序 内容が 多い こ と ， また 家計 を取 り上

げて い る 点 が 「婦 人 公論』 と異 な る と こ ろ で あ る。

　 こ の ように 『婦人之 友』 と 『主婦 の 友』は そ の 記事

内容 に類似点が 多く見られ るもの の ，読者対象に 微妙

な差が うかがわれ る 。 昭和 42年に 刊行 され た主婦 の 友

社 の 社史に よれば ， 『主婦 の 友』は 当初か ら中流以下程

度の 階層家庭 を主要読者層 と して お り
14 ）

， 創刊 当時，教

養 ある中流上の 家庭の 婦 人 を読者対象 と して い た 『婦

人之 友』 とは多少異 な っ て い る。
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　した が っ て 今 回 の 調査は 『主婦の 友』を調査対象に

絞 りこ み ， その 結果 を前報
15 〕

の それ と比較検討する こ

と に よ っ て ， 当初高級感 の 強 か っ た 洋風食 材 で あ る チ

ーズ の 普及 ・消費状況 を家庭階層との 関連に お い て考

察 し，把握する こ とを目的と した 。

H ． 研究方法 および研 究対象

　1， 研究方法

　『主婦の 友』が 創刊 さ れ た大正 6年 か ら平成 6 年まで

の 932冊 を調査 し，こ こ に収録 され て い る チ
ーズ料理

記事 1，509点 を採録し， こ れ を前報
正5） と同様使用形態

別，主食 ・副 食別 ， 主要料 理 別の 面か ら分析 ・考察 し

た 。 さ らに こ の 結果 を前回 の 『婦 人 之 友』 の それ と 比

較 ・検討 し．そ の 差に つ い て考察 した。な お チ ーズ の

種 類につ い て は 主 と して 『雪印乳業史』
16）を， また チ

ー

ズ 料理 関連 の 調理 機器 の 普及状況に つ い て は 『家庭 電

気機器変遷 史』
17）

を参考 と した。

　 2． 研 究対象 『主婦 の 友』に つ い て

　『主婦 の 友』は大正 6年 3 月 ， 石川武美に よっ て創刊

され た。発行部数は創刊 当時 の 1万 か ら急増 して大正

12年に は 30万 を突破 し， さらに増 え続け て 昭和 6 年

に は 60万 に も達 して い る 。 そ して 昭和 16 年 に は発行

部数実 に 180万 に 達 した とい われ て い る
エ8）
。

　「小学校卒業程度の 学力で 理 解 で き る」よ うな分 か り

やす い 記事づ くりをモ ッ ト
ーに 大衆的主婦層に喰 い 込

んで い っ た が ， それ とともに内容は当初 の 啓蒙的論評

はな くな り，実用 記事 と娯楽記事が 多くな っ て い く。

や が て 軍国的風潮 が 高 ま る と 時局 を敏感に 反映 した 編

集で 戦後 そ の 戦争責任が 問われ た が ，新し い 編集方針

の もとで娯楽性，趣味実益性 をも っ た雑誌 に 変化 して

い る
19）
。

皿 ． 結果 および考察

　1， チ ーズ料理記事 の 分析 と考寨

  記事数の 年次別推移

　『主婦 の 友』の チ
ーズ料理 記事収録状況 を年次別 で み

た もの を図 1 に示す 。 初出は 大正 8年 に僅か 1件で あ

っ た もの が ，昭和 30年代 ，
40年代に は料理記事 にさか

れ る頁数の 増加に 伴 い チ
ーズ 料理 記事数 も多 くな り，

46年に は 72件 と大 きな伸び を示 して い る。こ の よ う

な結果 を前回の 『婦人之友』の それ と比較 して み る と ，

『婦人之友』が 547件に 対 して 『主婦 の 友』が 1，509件

と数 の 上で 2．76倍 の 記事数 とな っ た。こ こ で 普及 の 傾

向を見る た め に，『主婦 の 友』記事数に 547／1，509 を乗

じて 『婦人之友』の 記事数に 換算 した比較 記事数を図

2 に 示す。こ れ に よ る と今回調査 した 『主婦 の 友』も前

報
15）

と同様社会状 況 の 影響 を非常に 強 く受 け て ほ ぼ

同様 の パ タ
ー

ン を描 い て い るが ， 「婦 人之友』の 方 が 創
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刊当初か ち西洋料理 を積極的に 取 り入れ て い る だ け

に ， チ
ーズ が 食生活上 で 活用 さ れ 始 め た 頃 は 両 誌 の 差

は 大 きい もの が ある。それが昭和 30年代か ら大衆的と

い われる 『主婦 の友』の 比較記事数が 『婦人之友』 と

同程度ない しそれ以上 に 多 くなり，
一

般大衆家庭 で も

チ
ーズ 料理 が ご く普通 に 作 られ る ように な っ た様子が

うか が われる 。

  使用チ
ーズ 形態の 推移の 比 較

30

　つ ぎ に 両 誌 に み られ る チーズ 料理 におけ る使用 チー

ズ形態の推移を図 3に示 す。

　『主婦 の 友』も 『婦人之友』とほぼ同様の パ タ
ー

ン を

描い て い る が ， お ろ しチーズ の 激減 の 様子 は ， 当初 の

75％ か ら昭和 60 年代の 6．8％ へ と，よ り顕著 に 現 れ

て い る 。 お ろ しチ
ーズ には専用 の卸 し器が 必要であ り，

手 間もかか る た め と思わ れ る。

　また 昭和 60 年代で 『主婦の 友』の 方が ， 溶け る チー
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ズ ・薄切 りチ
ーズ の 増大が め だ っ て い る。

こ れは シ ュ

レ ッ ドタイプ の溶け る チーズや ス ライス パ ッ クチ
ーズ

な ど新 し い タ イプ の 手軽 に 使 え るチ
ーズ を進 ん で 取 り

入れ ようとす る姿勢 の 表 れ で あ ろ う。

　 こ こ で 平成 3年度の 日本の チーズ市場の タイプ別構

成比
2°）

を図 4 で み ると，
プ ロ セ ス チ

ーズ の うち ス ライ

ス チーズ が 39．7％，ナチ ュ ラル チーズで は シ ュ レ ッ ド

タイプ が 53．6％ と最 も多く使用 さ れ て い た 。こ うした

チーズの使用状況を， 『主婦の友』の 方が よ リシ ャ
ープ

に 反映 して い ると考 え られ る。

  主食 ・副食 と調 理 法

　つ ぎに 『主婦 の 友』に み られ る チ
ーズ の 調理法を主

食と副食に分けて考察する と， 主食の 調理法では ， サ

ン ドイッ チや ス パ ゲ ッ テ ィ な ど「生で の 利用」が 53％ ，

グ ラ タン やチ
ーズ ト

ー
ス トな ど「焼 く」調理法 が 38％ ，

「煮 る」調理法が 5％ で，『婦人之友』 の 場合 とほ ぼ 同

様の 結果 と な っ た。

　両誌 の 副食 の 調理法の 比 較を図 5に 示す。『主婦 の

友』 で は ，
グ ラ タン ・チーズ 焼 き な ど 「焼 く」調理法

が 51％， サ ラ ダな ど 「生 で の 利用」が 26％ ， 「揚 げ る」

が 17％， 「煮 る」が 4％ で あ っ た。『主婦の 友』は 『婦

人之友』よ りも 「焼 く」「煮る」調理法が 減少 し， 代わ

〈 プ ロ セ ス チ ーズ 〉

カ ル ト ン

24．0 男

ポ
ー

シ ョ　ン

11，8 駕

ベ ビ ー

10、4 ％

ス テ ィ　 ッ　ク

11 ．3髫

ス ラ イ ス

39 ．7階

そ の 他　 2，饑

〈ナ チ ュ ラ ル チ
ーズ 〉

ク　リ　
ー

ム

15．9男

カ ッ 　ト

6．5路

プ ル
ー、

カ マ ン ペ ール

15．9瓢

シ ュ レ ッ 　ド

53 ．5鑑

ス ト リ ン グ 3．脳 カ　 ッ テ
ー

ジ 4．2％

図 4．市販 チーズの タイプ別構 成比 （平 成 3 年度）

婦人之 友 主婦の 友

鞭

慧

。 。 　 鷺

く

％

焼

阻

揚

電

 
ジ

鷲　 瓶

く

％

焼

51

図 5，副食 に使 用す るチーズ の 調 理 法 の 比較
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りに 「生 で」「揚げる」の 割合が 増加 して い る。グラタ

ン など 「焼 く」調理や シ チ ュ
ー

な ど 「煮る」調理 は 時

間が か か る の に 対 して ，サ ラダ ・オ
ー

ドブ ル な ど 「生

で の 利用」は 時間的に手早 くで きる こ とか ら， 『主婦 の

友』 の 簡便志向 の 傾 向が うか が え る 。

　東京，パ リ，
ニ ュ

ー
ヨ
ー

クで家庭料理人気 メ ニ ュ
ー

を調べ た結果 ， 東京 で の 特徴 は トン カ ツ
，

て ん ぷ ら，

フ ライ ， 唐揚げな ど の 揚げ物が あるこ とだ が
21｝，油 の 飛

び散る料理法 は 欧米 の
一

般家庭で は好まれ ない
22＞。『婦

人之友』 で は 欧米 で の オ
ー

ソ ドッ ク ス な料理 法が 紹介

さ れ る傾 向 が 強 い の に 対 して
， 『主婦 の 友』の 方 に 「揚

げる」調理法が 多い と い うこ とは，型 に とらわれず臨

機応変 に家族 の 嗜好 を取 り入れ る傾 向にある と い えよ

う。

  主要料理 と使用 チ
ーズ形態の 比較

　出現頻度数の最 も多か っ た チ
ーズ料理 は，『主婦 の

友1 も 「婦人之友』 と同様 ， グラタ ン
， チ

ーズ焼き，

グラ タ ン

PtthV　　 そ の 他
1％ 　　　　 ZM

、職

耀
し

禦

サ ン ドイ ッ チの 順 で ， そ れ ぞ れ の採録数は 273，177，
115 で あっ た。こ れ ら主要料理 と使 用 チ

ー
ズ 形態 との

関連 を図 6 で み る と，グ ラ タ ン の 場合 「主婦 の 友』で

は 『婦人之友』に 比 べ て お ろ しチーズ が 減少 し，溶け

る チ
ーズ の 使用割合 が 増大 して い る。

　チーズ焼きの 場合 も，お ろ しチーズ が 激減 し，代 わ

りに溶け る チーズ
， 薄切 リチ

ーズ の 増加はめざ ましい

もの が あ り，
こ れ らの 結果は使用 チーズ形態の 推移 の

結果 と同様であっ た。

　つ ぎに サ ン ドイ ッ チ の 場合 ， ク リ
ー

ム 状 チーズ の 使

用割合が半減 し ， 薄切 りチ
ーズ の 割合 が 増大 して い る。

バ タ
ー

や マ ヨ ネ
ーズ を練 っ て 用 い る ク リーム 状チーズ

よりも，ス ライス パ ッ クなどの 薄切 りチ
ーズ を挟 む 方

が 手軽な た め 選 ば れ た もの と思 わ れ る。

　2． チーズの 種類 お よび調理機器と チ ーズ料理 記事

　　　 との 関連

　つ ぎに チーズ の 種類お よび調理 機器 と チ
ーズ 料理記

　 　 チーズ焼き
　 ク μ

一
ム状

　 　 】％ 　　 その他

煢　 　
5％

粉

脇

溶ける

35％
慧

ク

 
状

棒状

サ ン ドイ ッチ

　 そ の 他

粉　　　 4％

薄切り
61％

主婦の友

　 　 　 　 　 グ ラタ ン

　 　 　 　 溶 け る

　 　 　 　 4％
　 　 　 　 　 　 　 その他
　 　 　 薄切り　　　　　 3％

ク リー厶 状 　　 1％

扮

脇

　

4

ク リ

チ
ーズ焼き

　 その他
棒状
　 　 5％

ク

犠

　 サン ドイ ッ チ

　 　 t の th

讐　
2”

　 籤
し

嫐

27 ％

婦人之友

図 6，主要料理 に 使 用す る チーズ の 形態
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表 3，チ
ーズ の 種 類及 び 調理機 器 とチ

ー
ズ 料理 記事

チ
ーズ料理記事初出

調理 機器発売時期
年 各種 チーズ発売時期

チ
ー

ズの 種類 調理 機器

T2 ○ フ ラ イパ ン

3 O おろ しチ
ーズ ○天火

5 O 騎チ
ー

ズ ガス 七輪上のせ用天火

13 電気七輪

14 ○ク リームチーズ

○ グ リヤ
ー

チ
ーズ

S5 電 気冷蔵庫

7 チ ェ ダ・一一チー
ズ

プリッ クチ
ーズ

8 ゴーダチ
ーズ

エ ダム チ
ーズ

9 プロ セ ス （1／2ポ ン ド） ○パ
ー

ミサ ン

（6ポーシ ョ ン ） ● 赤 玉 （エ ダム）チ
ー

ズ

1G プロ セ ス （キ ャ ラ ウエ イ入 り）O クラ フ トチ
ー

ズ

（ピメ ン ト入 り）

11 ブル
ー

チ
ーズ

16 プロ セ ス （ス モ
ー
ク）

24 チ
ーズス ティ ッ ク 電気オ

ー
ブ ン

25 チ
ー
ノr勿鰍 蘇 6

27 家庭用小型冷蔵庫

28 O サ ン ドイッ チ グリル 家庭用 ミキサー

30 ●冷蔵庫 ポ ッ プ ア ッ プ型 ト
ー

ス タ
ー

31 粉末パ ル メザ ン チーズ

33 チ
ーズス プ レッ ド O カテ ッ ジチーズ ● ポ ッ プア ッ プ型 ト

ース ター

34 ペ ビーゴ ーダ ロ
ー

ス タ
ー

自動オ ーブン

35 ホ ッ トブレ
ート

37 カマ ン ベ ール ●チ
ーズス プレ ッ ド

38 学給用 プロ セ ス ●エ メン タール

40 ノ
・
チ 』 ” チ

ー
” ・瀚 o ○ ス テ ィ ッ クチ

ーズ 冷凍冷蔵庫

タウ、
°一

メ 飜 〜セ6 ● プ ロ セ ス （ピメ ン ト入 り） オ
ーブン トース ター一

家庭用電子 レン ジ

41 ●マ リボー ○ ミキサ
ー

● ゴ ー
ダ

●ブルー
●チ ェ ダー

42 ● オ
ー

プ ン ト
ー

ス タ
ー

●ロ
ー

ス ター

44 ○ リコ ッ タ ●電子 レ ン ジ

○ モ ッ ツ ァ レラ

46 メ ルテ ィ
ー

チ
ーズ コ ン ベ ッ ク

47 ス ライ ス パ ッ クチ
ー

ズ ●エ ス ロ ム

●バ バ テ ィ

48 ● メル テ ィ
ー

チ
ーズ ○冷凍庫

49 ○ベ ビ
ーゴ ー

ダ 電磁調理器

●ス ライ スパ
ッ クチーズ

51 カ テ ッ ジチ
ー

ズ

52 フ ードプ ロ セ ッ サ ー

53 オ
ーブン電子 レン ジ

55 ス トリン グチーズ

シ ュ レ ッ ドタイ プチ
ー

ズ

56 ● カ マ ンベ ー
ル

5了 ● フェタ

■ シ ュ レ ッ ド （ピザ 用）

58 ○サム ソ
ー

60 ●オーブン 電子 レ ン ジ

61 ●ホ ッ トプレ
ート

62 ● シ ュ レ ッ ド （ク ッ キ ン グ用）
H1 グ リル パ ン

5 ● グ リル 鍋

6 ○ス トリングチ
ー

ズ

○ 「婦人之友 」に 初出

（167）

● 「主婦 の 友」 に初出

63

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Cookery Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Cookery 　Soienoe

日本調 理 科 学 会 誌　Vol．30　No．2 （1997）

事 との 関係を表 3 に 示す。戦前の チ
ーズ料 理記事 は『婦

人之友』に初 出 の もの が 殆 ど で，『婦 人之友』読者層に

西洋料理 を積極 的 に 取 り入れ ようとする姿勢 と，それ

を可能にする経 済的裹づ けがあ っ たため と思 われ る。

創刊当時の 『主婦の 友』の 読者層が 月収 25〜35円 に集

中して い る
23）

の と比べ て，『婦 人 之 友』 の そ れ は 30〜

180円
24）

と比較的高 い 層で あ っ た 、 当時の チーズは現

在 の トリュ フ ， キ ャ ビ ア並 み に 高価な もの で あ O ， ま

た調理機器 も天火 な ど高価な もの が 必要 で あっ た。 こ

うした背景 が あ っ て ， 戦前 の チーズ料理記事初出には

『婦人之友』の もの が 多か っ た の で あろ う。 戦後は昭和

35年頃か ら高度経済成長が 始まり，国民生活は しだ い

に 豊 か に な っ て い く。 こ うし た社会状況 を背景 として ，

30 年代後半か ら 40年代に か けて ， 料理 記事にみ られ

る チ
ーズ の 種類 が 多彩 に な り， 調理機器 も続 々 と発売

されて い く。庶民の 生活水準 が 上 が り， 食生活 を楽 し

むゆ とりが で き，また調理機器 の 購買力 が 上昇 した 表

れ とみ る こ とが で きよう。 こ こ で特徴的なの は 『婦 入

之友』 よ りはむ しろ 『主婦の友』の 方に ， 初出記事 が

多くな っ て い る こ とで ある。

　つ ぎ に チーズ生産の 歴史 に 触れ て み る と ， 民間でチ
ーズ の 製造 が初め て行われた の は明治 33年 ， 函館 の ト

ラ ピ ス ト修 道院 で ソ フ トタイプ の チーズ と ゴー
ダチ

ー

ズ が 少量作られ た。そ の 後 もチ
ーズ は 北海道 で 生産 さ

れ輸入 品 と共 に ， お もに東京 ， 横浜 ， 神戸 ， 仙台等で

販売され たが
25）

， 前報
15）

で 述べ た通 りその 消 費量 は ご

く僅か な もの であ っ た。

　と こ ろが 昭和 7 年に 明治乳業両国工 業 で チ ェ ダーチ

ーズ を ， 翌 8年に は 雪印乳業遠浅 工 場 で ゴー
ダ ，

エ ダ

ム チ
ーズ の 生産を開始 し， こ れ らを原料 としてプ ロ セ

ス チ
ーズ の 生産 が 開始 され た。11年に は 雪印乳業で プ

ル
ーチ ーズ の 試作 生 産 も行 われ た が

26 ）
普及 す る に は

表 4 ．チーズの 需 給表

（単位 ： トン
， ％）

　 　　　　 　　　 　　 年 　度
項 　 目

50 55 60 2 3 4 5 6

隴 ナチ 。 ラル チ
ー

ズ螻 璽 9，658
卩「 隙

12，35319 ，69628 ．415
　 95．427
，111113

．230
，703104

．231
，998

　 96，830
．977P「【幽鬥■． 一一一一．

96，2112 ユ 103．893 ．4
プ ロ セ ス チーズ原料用 　　   9，401「鬥P10 ，08913 ，84018 ，24517 ，55919 ．69120 ，439　 幽

19，080， 尸P隔國 一「噌一．
93．9115 ．3105 ．O102 ．9

直接消 費用　 　 　 　 　 　 　   2572 ，2645 ，8561G ，1709 ，55211 ，01211 ，55911 ，897

（  ＋  ） 109．6104 ．7105 ．5104 ．9
輸 入 ナ チ ュ ラ ル チ

ーズ 総 量 　 　  47β9871 ，20579 ，546111 ，629122 ，309128 ，060135 ，091141 ，756「【【帽曽■幽 「r「 一一一一一一一一一一．一一一“π1−一一一−一一一一一一胛尸「7r四一一一一一一一一一一一一一一一−一一一一一一尸
110．6106 ．3104 ．1107 ，0

プ ロ セ ス チーズ 原料用　　   38，82345 ，41040 ，200
　　　卩

44，371
閥「闇國

49．091
，

52，192
　「F 「

54，350門幽國
58，155

94，8114 ．2100 ．296 ．8
（うち関税 割 当 内 ）
　　　　　　　「 「nn陶

（18 ，790） （19 ，992） （27、686） （36，283）旧P鬥闇國
（34，400） （39．278） （39，344） （38，100）

P「「h噌割門．
108．9103 ．6106 ，4103 ，5

直接 消費用　　　　　　　  9，07525 ，79539 ，34667 ，25873 ，21875 ，86880 ，74183 ，601

（  ＋  ） 106．9105 ．0106 ，2103 ．5
直 消用 ナ チ ュ ラ ル チ

ー
ズ消 費量  9．33228 ，05945 ，20277 ，42882 ，77086 β8092 β0195 ，498

（  ＋  ） 106．5108 ．1104 ．1103 ．4
プ ロ セ ス チーズ消 費量　　　   54，27463 ，99163 ，8 875 ，89780 ，81487 β469  ，92394 ，002「 P閥．鬮幽胴■殉凾， 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一“h尼■闇一一一一一一一一一甼．一一一一戸

106．4107 ．9104 ．  103．3
国内生 産量 　　　　　　   54，01163 ，82463 ，76773 ，88778 ，64784 β2488 ，25191 ，137卩尸鬮割 ．一冖一一一四一一．

107．8 ］16．4106 ．0107 ．2
輸入数 量　 　 　 　 　 　 　 　  263 167 412 ，01  2，1672 ，5222 ，

6722 β65

（  ＋  ） 106．7106 ．5105 ．2103 ，4
チーズ総 消費量 　　　　　　   63．60692 ，05G109 ，010153 β25163 ，584174 ，225183 ，224189 ，500

国産割合
プ ロ セ ス チ

ーズ 原 料 用   ／（  ＋  ） 19．518 ．225 ．629 ，126 ．327 ．427 ．324 ．7
チーズ総消 費量 16．714 ．819 ．820 ．017 ．919 ．118 ．917 ．7

資料 ：農 水 省 牛 乳 乳 製 品 課 調 べ

注 1 ：  及 び  の 直 接消 費用 と は，プ U セ ス チ
ー

ズ 原 料用 以外 の もの を指 し，業務用 その 他 原料 用 を含 む値 とな っ て い る。
　 2 ：チ

ー
ズ総 消 費量 の 国産割合は，ナチ ュ ラル チ

ー
ズ ベ ース で 推量 して い る。
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ーズ料理

至らず， 料理記事 に現れ るの は昭和 41年 に な っ て か ら

の こ と で ある。13年に は雪印乳業でチ ェ ダ
ー

チ
ーズ が

作られ て プ ロ セ ス チーズに 配合 され ，16年に は プ ロ セ

ス の ス モ
ー

クチ
ーズ が 開発 さ れ た

。
こ の よ うに戦前の

工 場生産 の チ
ーズ は プ ロ セ ス チ

ーズ が 殆 どで あ っ た。

従 っ て チーズ料理 記事に 現れ る グ リヤ ーチーズ （グ リ

ュ イエ
ー

ル チ
ーズ ），

パ ー
ミサ ン （パ ル メ ザ ン チ

ーズ），

赤玉 な ど は 輸入品 で あ っ た と推測 され る。10 年 の ク ラ

フ トチーズは ア メ リ カ クラ フ ト社製の プ ロ セ ス チ
ーズ

で あ る。

　戦後は 昭和 24 年 に チ
ーズ ス テ ィ ッ ク が 発売さ れ ， 翌

25年に はチ
ーズ の 輸 入が再開 された。

　昭和 30 年代に は ， 粉末パ ル メザン チ
ーズ

， チ
ーズ ス

プ レ ッ ド，
ベ ビ

ーゴー
ダ，カ マ ン ベ ー

ル な どが 発売さ

れ，中 で も 33 年発売の チ
ーズ ス プ レ ッ ドは 37年の 『主

婦の友」に 早速掲載され て い る。

　40 年頃 に は各種 ナチ ュ ラ ル チーズ が 都 市の デ パ ー

トで 手 に 入 る ように な り
2η

， 料理 記事 に 現 れ る チーズ

の 種 類 が 多彩 に な る。こ こ で も，
メ ル テ ィ

ーチーズ
，

ス ラ イ ス パ
ッ ク な どの 簡便な チ

ーズ は早速 『主婦 の 友』

に掲載 され て い る。

　現在ナ チ ュ ラル チ
ー

ズは
一

般家庭 で広 く使用 さ れ る

ようにな っ て い るが ， その 需給動向 を表 4で 見て み る

と，昭和 50 年の 直接消費用ナ チュ ラル チ
ーズ 消 費量 は

9，332t， 平成 6年 に は そ の 10倍 以上 に の ぼ る 95
，
498t

に 急成長 して い る。こ の うち国産ナチ ュ ラル チ
ーズ は

5  年に わずか 257tで あ っ た もの が 55年 2，264tに急

増 して い る の は，53年か ら 55年に か け て 牛乳が 飽和

状態と な り， 国内 の ナチ ュ ラ ル チーズ作 りを推進する

動 きが で て きた た め で あ る。そ し て 平 成 6年 に は

11，897t とやは り急成長 して い る。

　 こ の 国産ナ チ ュ ラ ル チーズ 製造量 を種 類別 に み た の

が 表 5 で あ り， セ ミハ ード系 の ゴー
ダ ，

ハ ー ド系 の チ

ェ ダ
ー ・エ ダ ム チ

ーズ の 中で ，
ゴー

ダチ
ーズ が圧倒的

に 多 く製造さ れ て い る が ，こ れ らは 殆 ど プ ロ セ ス チ
ー

ズ 原料用 と して使用 さ れ て い る e カ ビ に よ る熟成を行

っ たブル
ー

チ
ーズ ・カ マ ン ベ ール チーズ ， フ レ ッ シ ュ

タイプ の ク リ
ー

ム チ
ーズ ・カ ッ テ

ージ チ
ーズ ・クワ ル

ク，そ の 他 ス ト iJン グ ・バ バ テ ／
・

マ ス カ ル ポー
ネ な

ど 30種以上が現在製造 され て い る
28）

。 こ の ように多種

類 の チ
ーズ が 製造販売 され る ように な っ た 現状 を 『主

婦 の 友』は より反映 して い る と考 え られ る。

表 5．国産ナチュラル チ
ー

ズの 種 類別製造量

（単位 ： トン ）

　　　　　　　年度
種 類

505560 2 3 4 5 685

．5
ゴ ーダ 9，0019 ，405鬥尸門

12，20214 ，28815 ，35016 ，21217 ，15814 ，67298

．9
チ ェ ダ

ー
　　　　　尸尸

2436364 ，2  85 ，3255 ，5805 ，868 　6，730F
尸「「P6

，65490

．9
エ ダム 一 一 61512131 ユ 10

「 隔國 「
90．0

プ ル
ー r一 9162 呂 33323027

「圃 り卩一
110．3

カマ ン ペ ール 一 111158761 ，1431 ，4791 ，6921 β67凵 【【 P99
．0

　ク リ
ー

ム
ーP

586128142 ，7262 ，5763 ，1513 ，1313 ，100鬥鬥 鬥「門一
94．6

カ ッ テ
ー

ジ 1997597478017648298518  5
卩「

98．1
ク ワル ク

一 一 L8162 ，3091 ，9702 ，3012 ，4332 ，386【
88．4

その 他 一 8643771 ，0161 ，2991 ，4901 ，3991 ，237

1  4 ．9109 ．2106 ，692 ．0
合 　計 9，50112 ，29620 ，30127 ，38428 ，72731 ，37533 ，43530 ，758

資料 ：農水 省 牛 乳乳製 品課 調べ

注 1 ：「そ の 他」に 含 まれ る チ
ー

ズ の 種 類は，ス ト リン グ，バ バ ー
チ，マ ス カ ル ポ

ー
ネ

　 　 等 （昭和 55 年以 前は クワル ク を含 む ）。

　 2 ：製造量 は ， 当該年度 に 実際に製造 さ れ た数量。
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　つ ぎに調理機器 との 関連を見て み る と，大正 2 年に

チーズ オ ム レ ツ が 紹介さ れ ， そ こ で フ ラ イパ ン が 使用

され て い る。現在 は ど こ の 家庭 に もある フ ライパ ン が

当時 はまだ珍 しく，『婦人之友』創始者である羽 仁 もと

子は洋食調理 に不可欠な フ ラ イパ ン の 購入 を勧 め て い

る
29 ）

。

　大正 3 年に は ， 天火が使用 されて い るが，ガ ス 七 輪

上乗せ 用天 火が国内 で 発売さ れ た の が 大正 5年な の

で
，

こ の 時 の 天 火 は外国産 の 物あ る い は そ れ を模倣 し

て手作 りした もの と思われ る
30）。

　昭和 28 年に サ ン ドイ ッ チグ リル （ホ ッ トサ ン ド器）

の 記事 が 現れ るが ，こ れ も外国製の もの と推定 され ，

フ ライパ ン で代用 する こ と が勧め られ て い る。

　国産第 1 号の 電気冷 蔵庫は昭和 5年 に発売 されチ
ー

ズ の 保存に も使用 され て い た と思われ るが ，

一
般家庭

を対象 と した 家庭用小型冷蔵庫が 発売され たの は ， ず

っ と遅 れて 昭和 27年 となる 。 チーズ料理記事 として 現

れ る の は ， 30年冷や しサ ン ドイ ッ チで ， 真夏にサ ン ド

イ ッ チ を冷や して 食べ る とい うもの で ある。

　家庭用 ミキサ
ーが 発売さ れ た の は 昭和 28年で ， チ

ー

ズ料理 にはあま り使用 さ れ ず，
だ い ぶ 遅 れ て 昭和 41 年

に チーズ入 りポ タ
ー

ジ ュ に使用 されて い る。

　昭和 30年 に 発売 され た ポ ッ プ ア ッ プ型 トース ター

は ，
33年 『主婦 の 友』に 写真 入 りで 紹介 さ れ て い る。

40年に は 冷凍冷蔵庫 ， オ
ーブ ン ト

ー
ス タ

ー，家庭用電

子 レ ン ジが発売され，その 中で もい ち早 くオーブ ン ト

ー
ス タ

ー
の 記事が 42年 『主婦 の 友』の 料理記事 に 現れ

て い る。オーブ ン ト
ー

ス ターは オーブ ン に 比べ て 価格

も使 い 勝手も手頃 な点 が 受け入れ られ た の であろ う。

現代は家族 の 食事 が そろわな い 個 食化の 時代 と言わ れ

るが ， オ
ーブ ン ト

ー
ス ターは そ の 点 で も時代に マ ッ チ

した もの とい え る。60年代の オーブ ン ：オ ーブ ン ト
ー

ス タ
ーの使用比率をみ ると『婦人之友』では 1 ：0．13 に

対し て ， 『主婦 の 友』で は 1 ：0 ．49 と オーブ ン ト
ー

ス タ

ー
が 頻繁 に 使用 さ れ て い る 。 電 子 レ ン ジ に 関す る記事

は昭和 44 年， 冷凍庫に 関する物 は遅れて 48 年に現れ

て お り，
こ こ で は冷凍保 存 した チ

ーズ サ ン ドイ ッ チ を

お弁当に持参す る例が 紹介 され て い る。

　 オーブ ン 電子 レ ン ジ は 昭和 53年 に 発 売 さ れ た 物 が

60年 に，ホ ッ トプ レ ー トは 35年 に 発売され た 物 が 61

年に初 出 して お り， グ 11ル パ ン は平成元年に発売さ れ

た 物 が 5 年 に 紹介 さ れ て い る 。

　以 上 ， 通 して 見 る と，チ
ー一ズ 料理記事 に は焼 く調理

法が 多か っ た 関係 か ら， それ に 関連 した 調理機器 が 多

くみ られ た。そ して 昭和 30年 以降『主婦の 友』の 方が ，

便利な調理機器 を進 んで取 り入れよ うとする傾向が み

ら れ た。

IV．　 まとめ

　以上 の 結果 をま と め て み る と，

1． チ
ーズ 料 理 の 採録記事数の 年次別推移 は ， 『主婦 の

　友』も 『婦人之友』とほぼ 同様 の パ タ
ー

ン を描 い て
，

　社会状況 に よる影響 が 強 く反映 さ れ て い た 。 しか し，

　『婦人之友』誌 の ほ うが 創刊当初か ら西洋料理 を積極

　的 に 取 り入 れ て い る だ け に ， チーズ が 食生活上 で 活

　用 さ れ は じめ た 頃 は ， 両誌 に は大 きな差 が 見 られ た 。

2 ． 使用 チ
ーズ 形態 の 推移 を比較 して み る と昭和 50

　年代まで は 『主婦の 友』 も 『婦人之友』とほぼ同様

　の パ タ
ーン を描 い て い た が

，
60 年代 に 入 る と 「主婦

　の 友』の 方 が 『婦人之友』 よ りも，手軽に使える溶

　け るチ
ーズ や薄切 リチーズの 割合が 増大し， 新 しい

　タ イプ の チ ーズ を 進 ん で 取 り入 れ ようとす る姿勢が

　見られ た 。

3． 副 食 の 調理法 の 割合 を比較 して み る と ， 『主婦の

　友』 の 方が 時間の か か る 「焼 く」お よ び 「煮 る」調

　理 法 が 少 な く， 「生 で」の 調理法 が 多い こ とか ら簡便

　志向が うか が われ た。また 「揚げ る」調理法が 多い

　 こ とか ら家族 の 嗜好 を取 り人 れ よ うとする姿勢が う

　 か が わ れ た。

4． 『主婦 の 友』に お い て も最 も頻度 の 高 か っ た料理

　は ， グラタ ン
， チ

ーズ焼き， サ ン ドイ ッ チ で ， 溶 け

　 るチ
ーズ や 薄切 リチーズ の使用割合 が 『婦人之友』

　よ りも高か っ た。こ れ は 2 の 結果 と同様 で あ っ た。

5． チーズ の 種類および 調理 機器 とチ
ーズ 料理 記事 と

　 の 関連 をみ る と， チ
ーズ が 食生活上で活用 され は じ

　め た 頃 は 『婦人 之友』の 方に 初 出記事 が 多 くみ られ

　た。こ れ に対 して 高度経済成長期以降は，『主婦の 友』

　の方に 初 出記事 が 多 くな り，新 しい チ
ーズ や 調理 機

　器 を進ん で 取 り入 れ よ うとする姿勢が み られた。

　本研究に際し， 終始懇切丁寧 な ご指導を賜 りま した

武蔵野女子大学短期 大学部石 川寛子先生 に厚 くお礼 申

し上 げます。

　本文 の 要 旨は平成 7年度 の 日本家政学会食文化研 究

部会研 究大会 に お い て 発 表 した。
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